
みどり戦略出前授業「生徒自らが考えるきっかけに」

○ 施策分類
みどりの食料システム戦略

○ きっかけ・背景、課題の把握
令和３年５月に策定した「みどりの食料システム戦略」につい

て、これからの社会を担う若い世代に知ってもらうと同時に、生
徒自らが考えて取り組むことに対し、きっかけづくりとなる出前
授業のあり方を模索した。

○ 取組の内容
出前授業では、「みどりの食料システム戦略」の目標達成に向

けた取組である「温室効果ガス削減」などの５つのテーマの中か
ら１つを選び、２グループに分かれてグループワークを行った。

グループワークでは、メジャーリーガーの大谷選手が取り入れ
た「目標達成シート」をディスカッション方法に活用し、様々な
要素（角度）からアイディアを出せるよう工夫した。

○ 効果・成果、今後の方向性
学校と連携し、「目標達成シート」の事前学習を行ったことで、

短時間の授業でも生徒に気づきなどが生まれ、活発なディスカッ
ションとなった。

「目標達成シート」を活用したことで、みどり戦略への理解や
目標達成までの取組を考えるきっかけづくりになったと考える。

今後、出前授業を実施する際には、継続的に対象者に合わせた
出前授業となるよう工夫していく。
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みどりの食料システム戦略をテーマにした出前授業に大谷(目標達成)シートを活用。
多角的な視点でグループの共通認識の醸成を図り、新しくユニークな取組やアイディアを創出。
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